
 

 大分県健康づくり支援課によれば１月 20 日～1月 26日の県内の定点医 

療機関の 1医療機関当たりの患者数は 26.59 人で増加傾向にあります。 

大分市内の幼・小・中学校では 1月 30日現在 4学級が学級閉鎖となって 

おり，出席停止になっている人は 142名です。本校では，学級閉鎖はでていま 

せんが，1月の出席停止者は，1 年生 19名，2年生 23名，3年生 6名の 

計 48名，1月 31日現在は計 6名です。いずれも A型で，今後，B型の流行 

も心配されます。引き続き，顔をさわらない，うがい，手洗い，マスク，換気，加湿， 不必要な外出 

を避ける，十分な栄養と休養，手指のアルコール消毒などを心がけましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

WHOが日本時間1月 31 日未明，新型コロナウイルスの「緊急事態」宣言を出しました。 
首相官邸ホームページによる「国民の皆様へのメッセージ」は次の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在，日本でも感染者が 9名(1 月 31日現在)でていますが，幸い死亡者はでていません。 

 〇 コロナウイルスは発熱やせきなどの症状を引き起こすウイルスで，人に感染をするものは 6 

種類あります。2種類は SARS，MERS という重症な病気の原因ウイルスで，残りの 4種類は 

かぜの原因ウイルスです。 

 〇 感染経路は，季節性インフルエンザと同じ，接触感染と飛沫感染です。潜伏期間は現在のところ 

不明ですが，最大 14 日程度と考えられており，感染すると治るまで出席停止となります。 

 〇 今後の国内の流行も心配されますが，不必要な人込みへの外出を避け，季節性インフルエン 

ザと同様の予防を心がけましょう。  

〇 また，誰でもかかる可能性のある病気です。感染者やそのご家族，流行地域に住んでいる方々 

のお気持ちも考え，不用意な言動を慎みましょう。 

※現在マスクが入荷待ちの状態にあり，準備できない人もいると思います。その場合は，手洗いなど 

の予防を一層心がけると同時に，体調不良の場合は，早めに休養をとるようにしましょう。 

  
附中の 

インフルエンザが流行しています。 

  

マスクは，全員準備するようにお願いしています。 

また，登校後，頭痛，せき，鼻水，関節痛の症状があるのに，マスクを着用せず，無理をして授業 

を受ける人がいます。次のことを必ず守りましょう。 

（１）平熱が高いなどの理由がある人を除き，３７．０℃以上の発熱とかぜ・インフルエンザ症状が

ある場合は，無理をして登校しないようにしてください。 

（２）全員，マスクを持参してください。 

（３）症状がでたら必ずマスクを着用してください。また，予防のためにもマスクを着用しましょう。 

（４）体調が悪くなったらすぐ申し出てください。 

  

 

 

 

 

 

保健室からのお願い 
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新型コロナウイルス感染症の予防は季節性インフルエンザと同じです。 

 

Ⅵ期中期の保健目標 

花粉症を 

予防しよう。 

今年の花粉飛散

は，2 月中旬です。

症状がひどいと本

当につらいですね。

九州の飛散量は例

年より少ないよう

です。症状がでる

前の耳鼻咽喉科受

診も大切です。花

粉症のある方は準

備をしておきましょ

う。 
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